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１ 研究の概要 

本研究では，普段の生活習慣に起因する生活習慣病のリスク軽減を目指し，早期の段階で生

活習慣の改善を促すことを目標として，生活習慣病の危険因子を検出するアルゴリズムを開発し，

そのアルゴリズムを元に，リスクの高いユーザをSNSなどから抽出する技術を開発する。また，

SNSを利用しない高齢者を想定し，対話AI（音声対話コミュニケーションロボット）を用いて普段の

生活習慣の聞き取りを行うことで，達成可能な生活習慣改善案を最適化アルゴリズムに基づき提

示し，生活習慣に関するTips（アドバイス）を大規模汎用言語モデルを用いて自動生成して提示す

るシステムを構築する。本研究により，糖尿病をはじめとする生活習慣病のリスクが高いユーザ

の早期発見と早期対策に役立つテキストマイニング技術および，生活習慣改善のための気付き

を与える技術を実現する（図1）。 

 

 

 

図1：研究概要 

生活習慣 

アドバイス キーワード抽出・可視化 



 

２ 研究の目的と背景 

わが国における死亡原因の約半数を生活習慣病が占めている。令和元年の死亡原因割合の

調査ではがん，心疾患，脳血管疾患で50%を占めており，これらは，いずれも食事，運動，睡眠な

どの生活習慣に起因する生活習慣病とよばれるものである。生活習慣病の中でも国内のがん患

者や心疾患患者は年々増加傾向にあり，今後のわが国における生活習慣病の対策はさらに重要

になってきている。生活習慣病には自覚症状がほとんどないため，病気の進行に気付き難いとい

う特徴がある．このことより，生活習慣病の発症を抑止するため，定期的に生活習慣改善のきっ

かけを与えるシステムに着目した。このシステムの構築には，人々の日々の生活習慣を把握する

必要がある。生活習慣を把握する手段のひとつとして，多くの人が自身の情報を発信しているソ

ーシャルメディアがある。その中でもテキストによる情報が多く，データ収集がしやすいTwitterに

注目した．本研究ではTwitterのユーザを対象とした生活習慣改善のきっかけを与えるシステムに

応用可能なツイートからの生活習慣の分析を行う。また，高齢者や多忙なユーザはソーシャルメ

ディアを利用しなかったり，あまり頻繁に利用しない傾向にあるため，別の手段での生活習慣の

取得が必要である。独居老人の場合，話し相手がいないことで生活習慣悪化に対して気付きを与

える人がいないことから，気づいたときには手遅れになってしまう問題がある。そこで，コミュニケ

ーションロボットを用いた音声対話システムを利用することによって，自然な形での生活習慣の取

得を行うシステムにも着目した。 

本研究では，2型糖尿病の闘病者が記述した闘病ブログから生活習慣と生活習慣病の悪化や

改善との因果関係についてタグ付与を行い，独自に闘病ブログコーパスを構築する。このコーパ

スを元に生活習慣に関連するキーワードを抽出・分類するモデルの構築を行うとともに，ソーシャ

ルメディアから生活習慣病リスクの高いユーザの検出およびリスクの高い生活習慣についてキー

ワード間の関係性を元に提示する手法を提案する。さらに，音声対話ロボットを用いてユーザ個

人の生活習慣を聴取し，データベースに蓄積し，これをもとに生活習慣の改善につながるアドバイ

スやTipsを生成して提示するシステムの構築を目的とする（図2）。 

図2：音声対話ロボットを用いた生活習慣維持支援システム 

 



 

３ 研究内容 

（１）闘病ブログコーパスの構築とキーワード抽出に関する研究 

生活習慣病患者の生活習慣の分析のため，まず，闘病ブログの記事データ収集をTOBYO

というWebサイトを用いて行った。収集対象として「2型糖尿病」に関する記事をある一定

の頻度（1週間に1回以上）で投稿しているユーザの選定を行い，Pythonにより独自に作成

したWebページクローラを用いて自動収集した。収集されたデータ（HTMLファイル）には

出典URL，タイトル，日付，画像URL，本文テキストが含まれる（データの収集および解析

の基本の部分を研究協力謝金により行い，高度な収集・解析業務については事業委託先に

依頼して行った）。収集した記事データから必要な情報のみを抽出するPythonスクリプト

でノイズ除去およびテキスト整形などを行った後に，brat またはdoccanoというアノテー

ションツールを用いて単語またはフレーズ単位でのラベル付与作業を行った（図3）。 

収集されたデータの一部を用いて，深層学習モデルを用いた闘病ブログキーワードの

分類に関する研究成果を，2021年7月に自然言語処理と人工知能に関する国際会議におい

てオンライン発表し，プロシーディングスに論文が掲載された。また，9月には，国内講

演会において，研究成果の一部について発表した。2022年には，深層学習モデルに基づき

構築したキーワード抽出・分類器をもとに生活習慣キーワードの抽出精度や問題点を様々

な観点から分析した。 

図3：doccanoによる闘病ブログに対する生活習慣キーワードのタグ付与の様子 

 

 

 



（２）生活習慣を記述したツイートの収集及び分類，ユーザクラスタリング 

Twitter上で健康状態や運動習慣などについての投稿があるユーザを対象に，ツイートデータ

の収集を行った。スパムやbotなどのツイートは対象外としてフィルタリングし，結果として合計

5213名のTwitterユーザの選定を行った。収集したデータには，「運動」「食事」「体調」「精神状態」

「その他」のラベルを半自動付与し，運動（38297件），食事（36255件），体調（8936件），精神状態

（890件），その他（6669件）への付与を行った。 

また，生活習慣病のリスクの高いユーザを，「血圧」「血糖値」「体重」などといった数値の指標を

もとに抽出し，「高い」「中程度」「低い」に分けて分析を行った。具体的には，tf-idfとよばれる単語

の重要度スコアを文書頻度などをもとに計算する手法と，日本語係り受け解析を用いて，重要な

語やキーワードと共起する頻度の高い語を，共起ネットワークを表示することで人間にわかりやす

い形で提示する方法を検討した。 
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図4：ツイートユーザのクラスタリングに基づく生活習慣病発症リスクのレベル分類結果 

 

（３）生活習慣維持支援システムの開発 

生活習慣を聴取し，改善案を提示するロボット対話システムを，音声コミュニケーション

ロボットSotaを用いて実装した。プログラミング言語にはJavaとPythonを用いて，具体的に

は以下の図5のような流れで生活習慣を聴取し，ユーザごとに生活習慣データを蓄積して生

活習慣改善目標を提示するシステムを構築した。改善案の生成には，PSO(粒子群最適化)を

用い，生活習慣Tipsの生成には，汎用言語モデルGPT-2を生活習慣改善に関するWebページデ

ータでファインチューニングしたモデルを用いた。また，日本語対話モデルをファインチュ

ーニングすることで，一貫した人格（個性）を表現可能な対話モデルの構築についても研究

を行った。 

下記URLで本研究で開発した音声対話ロボットを用いた生活習慣維持支援システムのデモ動

画を公開している。 

https://youtu.be/r1oFpb0_lNY 

 

https://youtu.be/r1oFpb0_lNY


図5： 音声対話ロボットによる生活習慣聴取の流れ 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるか―展望 

本研究は，我々が今まで研究してきた技術を活用して，実社会で実用される情報処理システム

を開発するものである。特に，我が国で深刻な問題となっている独居高齢者の健康管理の困難さ

を解消することに有用であると考えている。本研究で開発した音声対話ロボットを用いた生活習慣

聴取および改善案提示の技術を，音声認識や画像認識，音声対話応答技術など，近年目まぐる

しく発展を遂げている人工知能技術を導入して性能向上させていくことで，さらに応用範囲を広げ

ることができ，生活習慣聴取および改善支援のアプリケーションやサービスがこれから一般に浸

透することが期待される。 

 

５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

これまで，感性情報処理，自然言語処理およびテキストマイニングの応用研究を実施してきた

中で，本研究は，それらの研究で培った知見や技術を統合して実用的なアプリケーションを開発

するものである。初期段階での自覚症状に乏しい生活習慣病を早期発見するためには，まず患

者自身が生活習慣病リスクについて知り，受診のきっかけを与えることが大切である。そのため

に普段の何気ない行動をソーシャルメディア上の投稿内容や，ロボットとの対話を通して把握し，

リスクを軽減するための行動指針となる生活習慣改善案を最適化アルゴリズムにより導き出し，

最新の人工知能技術を用いたアドバイス生成を行うシステムの開発が必要となる。今回の研究に

より，従来には無い生活習慣，健康維持支援のシステムの基盤技術が整い，システムやサービス

の展開だけにとどまらず，今後の人工知能やテキストマイニングを応用した研究の発展に活かせ

る考えている。 
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７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

i. 闘病ブログコーパス： 

https://github.com/Kmatsu-tokudai/diabeticCorpus 

ii. 生活習慣維持支援システム： 

https://youtu.be/r1oFpb0_lNY 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

特に無し 
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